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10
月
26
日
（
土
）
か
ら
11
月
4

日
（
祝
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た

り
桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
や
市
内
企
業

に
よ
る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
る
桐
生
を
代
表
す
る

秋
の
祭
典
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
、
桐
生
の
今
を
見
に
行

こ
う
」
で
、
メ
イ
ン
会
場
の
有
鄰

館
を
は
じ
め
、
群
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
、
各
所
で

伝
統
工
芸
・
ア
ー
ト
・
歴
史
文

化
・
音
楽
・
食
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
々
、
着
物
で
ま
ち
歩
き
を
す

る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
、ま
た
、市
外
か
ら
も
大
勢

の
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
活
気

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
桐
生
の

魅
力
を
十
分
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
桐
生
市
長　
荒
木　
恵
司

桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

こんにちは
市長です

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金
を

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
「
ふ
る
さ
と
桐
生
応

援
寄
附
金
」
の
名
称
で
寄
付
を
募

っ
て
い
ま
す
。
市
外
の
人
へ
の
周

知
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課
企
画
担
当

（
☎
内
線
５
２
４
）

  

使
い
道
メ
ニ
ュ
ー

　
寄
付
金
の
使
い
道
と
し
て
、
次

の
４
つ
の
事
業
別
メ
ニ
ュ
ー
と
６

つ
の
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

▼
事
業
別
メ
ニ
ュ
ー

①
絶
滅
危
惧
種
カ
ッ
コ
ソ
ウ
保
全

　
事
業

　
世
界
中
で
鳴
神
山
周
辺
に
し
か

自
生
し
て
い
な
い
貴
重
な
植
物
カ

ッ
コ
ソ
ウ
。
し
か
し
近
年
、
生
息

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

                      

数
は
激
減
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
絶
滅
を
回

　
　
　
　
　
　
　
　
避
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
用
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
作
成
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
ま
す
。

②
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
事
業

　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
、
市
の
知
名
度
向
上
に

よ
り
観
光
誘
客
を
図
る
た
め
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
広
告
掲
載

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
送
、
Ｐ
Ｒ
ち

ら
し
の
作
成
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

③
桐
生
が
岡
動
物
園
の
園
内
整
備

　
事
業

　
桐
生
が
岡
動
物
園
を
さ
ら
に
魅

力
的
な
動
物
園
に
す
る
た
め
、
動

物
舎
の
壁
面
や
フ
ェ
ン
ス
の
一
部

に
強
化
ガ
ラ
ス
な
ど
を
使
用
し
た

「
観
察
ポ
イ
ン
ト
」
の
設
置
、
展

示
施
設
の
改
修
な
ど
、
園
内
整
備

事
業
に
活
用
し
ま
す
。

④
群
馬
大
学
理
工
学
部
の
応
援
及

　
び
理
工
学
部
と
の
連
携
事
業

　
市
内
に
は
群
馬
県
内
唯
一
の
国

立
大
学
で
あ
る
群
馬
大
学
理
工
学

部
が
あ
り
、
「
自
動
車
の
自
動
運

転
」
「
ガ
ン
治
療
技
術
」
「
防

災
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
群
馬
大
学
と
連
携
し

な
が
ら
市
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
群
馬
大
学
理
工
学
部
と

そ
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
一
般
社

団
法
人
群
馬
大
学
工
業
会
が
実
施

す
る
教
育
・
研
究
・
地
域
交
流
活

動
の
応
援
や
、
市
と
大
学
と
の
連

携
事
業
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

▼
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー

　
①
環
境
美
化
、
②
文
化
振
興
、

③
ま
ち
づ
く
り
、
④
子
ど
も
の
育

成
、
⑤
高
齢
者
支
援
、
⑥
財
政
健

全
化
の
６
つ
の
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
も
寄
付
金
の
使
い
道
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
使
途
を
指
定
し
な
い
寄

付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  

昨
年
度
の
ご
寄
付
と

  
使
い
道

　
寄
付
金

は
、
寄
付

を
し
た
翌

年
度
以
降

に
、
市
の

ま
ち
づ
く

り
や
高
齢

者
支
援
、

文
化
振
興

な
ど
、
寄

付
者
の
希

望
に
沿
う

事
業
や
取
り
組
み
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
95
件

２
９
５
３
万
６
０
０
０
円
の
「
ふ

る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
桐
生
が
岡
動
物
園
の
ヤ
ギ
の
遊

具
設
置
、
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
の

Ｐ
Ｒ
ち
ら
し
（
日
本
語
・
英
語

版
）
の
作
成
、
群
馬
大
学
工
学
部

同
窓
記
念
会
館
の
一
般
公
開
事

業
な
ど
、
16
の
事
業
に
、
総
額

３
９
９
万
６
０
０
０
円
を
活
用
し

ま
し
た
。

  

周
知
に
ご
協
力
を

　

市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や

ご
親
戚
、
ご
友
人
に
、「
ふ
る
さ
と

桐
生
応
援
寄
附
金
」
の
ご
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

寄
付
の
方
法
は
、
市
役
所
３
階

の
企
画
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ご
紹
介
く
だ
さ
い

桐生が岡動物園（ヤギの遊具設置）

中継所周辺案内図

寄付の使い道（一例）

絶滅危惧種カッコソウ
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